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     留学生と語り合う No.72  

          RKKニュース （2018年夏号） 

NPO 法人  留学生と語り合う会 （RKK) Relationship and Kindness are the Kings of Peace 

 

 

  5月 6日（日）、

かながわ県民セン

ターにおいて、通

常総会が開催され

ました。 

本年度のスローガ

ンは「ワンステッ

プ・アップ」として、RKKの魅力倍増を図ることです。 

・日本語支援会員の増強 

・文化・ファミリー交流パートナーシップの導入 

・留学生の関心の高い工場・社会見学先の選択 

・勉強内容を刷新した中国語学習 

・全員参加型 RKKフェスティバル 

・総意を集めた創立 20周年記念事業プロジェクト 
総会終了後、恒例の RKK懇話会が開かれました。テーマ

は、｢RKK と私、昨日、今日、明日｣でした。 

ショートスピーチでは、ベトナム出身留学生のグエン・

ワン・フィさん、日本人会員の岩永さん、杉田さん、 

畔取さん、大久保（都代美）さん、廣越さん、植竹さん、

鈴木（隆）さんが、それぞれの体験や意見を話されまし

た。スピーチの後は、参加者が６つのテーブルに分かれ

て、茶菓子、飲み物をいただきながら懇談しました。こ

の RKK懇話会は、RKK会員が一同に会することができる

数少ない機会であり、みなさんは、貴重な情報交換がで

きて満足なご様子でした。(萩原 記) 

The Annual General Meeting was held at Kanagawa Kenmin 

Center on Sunday, May 6. 

This year’s slogan is “One-step Up” that aims to increase 

RKK’s attraction. 

・Increase of the number of Japanese support members 

・Introduction of the Culture and Family Exchange Group 

Partnership 

・Selecting a place in which international students are highly 

interested for factory tours and field trips 

・Innovation of learning contents in Chinese lesson 

・Holding the RKK Festival in which everybody participate 

・Gathering consensus for the 20th anniversary memorial 

project 

We had the regular informal gathering after the meeting, and 

its theme was “RKK and I, yesterday, today, and tomorrow”. 

In the short speeches by Mr. Nguyen Quang Huy from 

Vietnam and seven Japanese members who are Mr. Iwanaga, 

Ms. Sugita, Mr. Kurotori, Ms. Toyomi Okubo, Mr. Hirokoshi, 

Ms. Uetake, and Mr. Takashi Suzuki, they talked about their 

own experiences and opinions. After the speeches, the 

participants separately seated at six tables and enjoyed 

conversation while having sweets and drinks. Since it was a 

rare opportunity that all RKK members could meet together, 

they looked satisfied being able to have valuable exchange of 

information.  

   (Translated by Azusa Sugita) 

           

開催場所: 県民サポートセンター 

講師: 薄井廣美先生(横浜国大非常勤講師) 

日程: 10/7(日) 10/14(日) /10/20(土) 

11/11(日) /11/18(日) 

 

 

 

● Stroll and Hiking in Kamakura 

Date:    September 20, 2018  (Thurs.) 

Meeting: 1:00 p.m. at Kamakura Station 

         of JR Yokosuka Line and Enoden Line 

Visiting Places: Small charming shrines and  

               Great Buddha  

 Please register for participation. 

 

 

 

ＲＫＫ総会 & 懇話会を開催！ 
Holding the Annual General Meeting and Informal Gathering 
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思
おも

い出
で

に残
のこ

った平
ひら

塚
つか

七夕
たなばた

 

横浜
よこはま

国立
こくりつ

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

 デリアラム（中 国
ちゅうごく

） 

私は中国のウイグル自治
じ ち

区
く

から参
まい

りましたウイグル人
じん

留学生
りゅうがくせい

のデリアラム です。日本
に ほ ん

に来
き

て2
に

年間
ねんかん

経
た

ちました。今回
こんかい

初
はじ

めて日本の七夕祭
たなばたまつ

りに参加
さ ん か

しました。先生
せんせい

達
たち

が留学生のため

に浴衣
ゆ か た

、お菓子
か し

、飲
の

み物
もの

などを準備
じゅんび

してくださいました。みんな浴衣を着
き

てから、願
ねが

い事
ごと

を

短冊
たんざく

に書
か

いて竹
たけ

に吊
つる

しました。それからみんな一緒
いっしょ

に平
ひら

塚
つか

七夕祭り会 場
かいじょう

に行
い

って賑
にぎ

やかな七

夕祭りを楽
たの

しみました、一緒に記念
き ね ん

写真
しゃしん

も撮
と

りました。暑
あつ

い一日
いちにち

だったんですが、日本の伝統的
でんとうてき

な祭りを自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で体験
たいけん

して、先生達が熱心
ねっしん

に説明
せつめい

してくれたお

かげで、日本の文化
ぶ ん か

をもっと深
ふか

く理解
り か い

すること

ができて本当
ほんとう

に嬉
うれ

しかったです。先生達が丹念
たんねん

に準備してくれたおかげで、天気
て ん き

の暑さにも関
かか

わらず、留学生みんな浴衣を着て先生達と一緒

に楽しい一日を過
す

ごすことができて、沢山
たくさん

のい

い思
おも

い出
で

を作
つく

りました。2018年
ねん

7月
がつ

7日
か

平塚七夕

祭りの思い出を一 生
いっしょう

忘
わす

れない。来年
らいねん

も RKKのみ

んなと一緒に七夕祭りに参加したいと思
おも

ってお

ります。(原文のまま) 

 

 

 

西日本
に しにほん

を中心
ちゅうしん

に甚大
じんだい

な豪雨
ご う う

被害
ひ が い

が伝
つた

えられる中
なか

、天候
てんこう

が懸念
け ね ん

されたが当地
と う ち

は暑
あつ

くもなく、雨
あめ

も降
ふ

らない絶好
ぜっこう

のお祭
まつ

り

日和
び よ り

となりました。6 か国
こ く

からの留学生
りゅうがくせい

18人
にん

と

日本人
じん

24 人、総勢
そうぜい

40余人
よ に ん

の参加
さ ん か

を得
え

て楽
たの

しく

盛大
せいだい

に開
かい

催
さい

されました。 

女子
じ ょ し

留学生は全員
ぜんいん

浴衣
ゆ か た

を着
き

、百花
ひゃっか

繚乱
りょうらん

 

花畑
はなばたけ

のようでした。交流会
こうりゅうかい

では短冊
たんざく

に願
ねが

いを

込
こ

め、七夕
たなばた

のいわれを学
まな

び、歌
うた

を歌って多
おお

くの

留学生と交流しました。平塚
ひらつか

八幡宮
はちまんぐう

では茅
ち

の

輪
わ

くぐりをして幸
しあわ

せを祈
いの

りました。 

七夕会場
かいじょう

では美
うつく

しい七夕飾
かざ

りを大勢
おおぜい

の人
ひと

で

込
こ

み合
あ

う中見物
けんぶつ

し、日本の夏祭
なつまつ

りを楽しみまし

た。（徳屋
と く や

 記
き

） 
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横浜
よこはま

山手
や ま て

地区
ち く

の歴史
れ き し

に詳
くわ

しい森田
も り た

氏
し

の案内
あんない

でキリンビール発 祥
はっしょう

の地
ち

を散策
さんさく

した後
あと

、中華街
ちゅうかがい

で昼
ちゅう

食
しょく

を摂
と

りながら

「私
わたし

とお酒
さけ

」をテーマ
t h e m e

にミニ
m i n i

交流会
こうりゅうかい

を実施
じ っ し

。見
けん

学会
がくかい

参加
さ ん か

の目的
もくてき

を 留
りゅう

学生
がくせい

に尋
たず

ねると殆
ほとん

ど全員
ぜんいん

がビール
b e e r

の試飲
し い ん

と

のこと。工 場
こうじょう

見学後
けんがくご

の3
３

種類
しゅるい

の新鮮
しんせん

なビール
b e e r

の試飲
し い ん

は、午前
ご ぜ ん

中
ちゅう

の散策
さんさく

で十 分
じゅうぶん

に乾
かわ

いた喉
のど

にしみわたり、皆
みな

さんそ

れぞれに美味
お い

しいビールの味
あじ

を堪
たん

能
のう

されていました。（山口
やまぐち

 記
き

） 

 

 

 

 

キリンビール横浜
よこはま

工場
こうじょう

見学
けんがく

 

                           横浜
よこはま

国立
こくりつ

大学
だいがく

 王 珏 (中国
ちゅうごく

)   

 私
わたし

は中国大連
だいれん

出 身
しゅっしん

の王珏

です。横浜国立大学の国際
こくさい

社会
しゃかい

学部
が く ぶ

で勉 強
べんきょう

していま

す。6月
がつ

23日
にち

に RKKの

スタッフ
s t a f f

の皆
みな

さんと留
りゅう

学生
がくせい

が集
あつ

まりキリンビール発 祥
はっしょう

の地
ち

とキリンビール横浜工場を見学に行
い

きました。ま

ず、元町
もとまち

中華街
ちゅうかがい

周 辺
しゅうへん

を散策
さんさく

しました。スタッフの一人
ひ と り

が年 表
ねんぴょう

や当時
と う じ

の地図
ち ず

を準備
じゅんび

され、横浜の歴史
れ き し

をわかり

やすく説明
せつめい

してくださいました。横浜が開港後
かいこうご

様々
さまざま

な

形
かたち

で先進的
せんしんてき

な西洋
せいよう

文化
ぶ ん か

や技術
ぎじゅつ

を積極的
せっきょくてき

に 吸 収
きゅうしゅう

したことがよくわかりました。   

キリンビールもその時
とき

設立
せつりつ

され、ノルウェー
N o r w a y

系
けい

アメリカ
A m e r i c a

人
じん

が元町地区
ち く

にビール
b e e r

に適
てき

した湧
わ

き水
みず

を見
み

つけ、日本
に ほ ん

で

始
はじ

めて醸 造
じょうぞう

されたそうです。ビール発祥の地の名残
な ご

りとして今
いま

も井戸
い ど

が残
のこ

っていることに 驚
おどろ

きました。 

 昼食後
ちゅうしょくご

、キリンビール横浜工場に行きました。いつもテレビでキリンビールの CMを見て「一番
いちばん

搾
しぼ

り」の言葉
こ と ば

を

耳
みみ

にしていましたが、その意味
い み

がわかりませんでした。今回
こんかい

の見学を通
とお

して、キリンビールのこだわりの製法
せいほう

を

理解
り か い

できたのと同時にその意味がわかりました。麦芽
ば く が

を試食
ししょく

したり、ホップ
h o p

の香
かお

りを嗅
か

いだり、一番搾り麦
ばく

汁
じゅう

と

二番
に ば ん

搾
しぼ

り麦汁を飲
の

み比
くら

べたり、すべてが初
はじ

めての経験
けいけん

でした。ツアー
t o u r

の最後
さ い ご

に三
さん

種類
しゅるい

のキリンビールを試飲
し い ん

し、ど

れが一番自分
じ ぶ ん

好
ごの

みの味
あじ

か議論
ぎ ろ ん

するなど面白
おもしろ

かったです。 

 見学に参加して本当
ほんとう

に良
よ

かったです。100
ひゃく

年
ねん

にわたるキリンビールの歴史に触
ふ

れ、キリンビールが横浜の発展
はってん

に

重 要
じゅうよう

な役割
やくわり

の一部
い ち ぶ

を担
にな

ってきた事
こと

に感銘
かんめい

を受
う

けました。(原文のまま) 
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弘明寺
ぐみょうじ

学生
がくせい

会館
かいかん

スプリングパーティー
s p r i n g p a r t y

に参加
さ ん か

して 
  

 さる 5月
がつ

11日
にち

(金
きん

)、南区
みなみく

弘明寺にある留学生
りゅうがくせい

学生会館で新入者
しんにゅうしゃ

歓迎
かんげい

の

ウエルカム
w e l c o m e

スプリングパーティーが開催
かいさい

されました。 

RKKと南区のライオンズクラブ
l i o n ' s  c l u b  

がゲスト
g u e s t

として招
まね

かれ、RKK からは理事長
りじちょう

ならびに

布津
ふ つ

副
ふく

理事長、南地区
みなみちく

スタッフ
s t u f f

古谷
ふ る や

の三名が参加
さ ん か

しました。深水
ふ か み

理事長が英語
え い ご

で

スピーチ
s p e e c h

を行
おこな

った後
あと

、和
なご

やかな雰囲気
ふ ん い き

のなか留学生との交 流
こうりゅう

を楽
たの

しみました。RKK

への関心
かんしん

も高
たか

く、当日
とうじつ

会 場
かいじょう

で配布
は い ふ

した入 会
にゅうかい

希望者
きぼうしゃ

への申込書
もうしこみしょ

が不足
ふ そ く

するほどでし

た。(古谷
ふ る や

 記
き

)  
 

横浜
よこはま

地区
ち く

中国
ちゅうごく

留学生
りゅうがくせい

学友会
がくゆうかい

２０１８年
ねん

新入生
しんにゅうせい

歓迎会
かんげいかい

 

横浜地区中国留学生学友会２０１８年新入生歓迎会がさる５月
がつ

２７日
にち

（日）、横浜市
し

技
ぎ

能文化
のうぶんか

会館
かいかん

（関内
かんない

）で開催
かいさい

されました。横浜国立
こくりつ

大学
だいがく

、横浜市
し

立
りつ

大学、神奈川
か な が わ

大学、などから約
やく

７０人の留学生の方が参加
さ ん か

され、ＲＫＫから

は深水
ふ か み

理事長
りじちょう

ほか３人（布施
ふ せ

さん、岩瀬
い わ せ

さん、藤井
ふ じ い

）が参加しました。 

また中国留学生援護会
えんごかい

、日 中
にっちゅう

友好
ゆうこう

協 会
きょうかい

青年
せいねん

学生
がくせい

部会
ぶ か い

、など多くの支援
し え ん

団体
だんたい

からも参加者
しゃ

がありました。当日
とうじつ

は神奈川大学留学生、干宏宇さんの開会
かいかい

の

挨拶
あいさつ

、続
つづ

いて深水さんの乾杯
かんぱい

で始
はじ

まりました。たくさんの料理
りょうり

が並
なら

ぶ中
なか

、留

学生どうし、あるいは各
かく

支援団体の方々
かたがた

との楽
たの

しい交 流
こうりゅう

が会 場
かいしょう

全体
ぜんたい

で 行
おこな

われました。私も横浜市立大学医
い

学部
が く ぶ

に大連
だいれん

から留学されている二人
ふ た り

の留学

生などと楽しくお 話
はなし

をさせて頂
いただ

きました。皆
みな

さんの若
わか

い 力
ちから

と、希望
き ぼ う

に満
み

ち

た目
め

、圧倒
あっとう

されるパワー
p o w e r

に押
お

されっぱなしでした。景品
けいひん

の抽選会
ちゅうせんかい

などもあり交流会は楽しい雰囲気
ふ ん い き

の中
なか

で続きまし

た。今回初
こんかいはじ

めての参加でしたが留学生の方々との交流の中で有意義
ゆ う い ぎ

な時間を過
す

ごす事が出来
で き

また来年
らいねん

も参加したい

と思いつつ帰路
き ろ

につきました。（藤井
ふ じ い

 記） 

 

 横浜市
よこはまし

大新入
だいしんにゅう

留学生
りゅうがくせい

との会話
か い わ

の始
はじ

まり  

横浜市立大学留学生会
かい

主催
しゅさい

による新入留学生歓迎会
かんげいかい

が 5月
がつ

17日
にち

に行
おこ

なわれ、深水
ふ か み

理事長
りじちょう

と筆者
ひっしゃ

とで参加
さ ん か

してきま

した。五嶋
ご し ま

理事
り じ

・副学長
ふくがくちょう

による歓迎の挨拶
あいさつ

に続
つづ

き、新入留学生 8名
めい

を迎
むか

え入
い

れて総勢
そうぜい

約
やく

50 名が談 笑
だんしょう

の輪
わ

を作
つく

りま

した。留学生は 5 月になって来日
らいにち

したばか

りの方
かた

が多
おお

く、日本語の会話に苦労
く ろ う

してい

る学生もいましたが、英語
え い ご

も交
まじ

えながら

同学
どうがく

年生
ねんせい

や研
けん

究室先
きゅうしつせん

輩
ぱい

などと楽
たの

しそうに

過
す

ごす 姿
すがた

がありました。同時
ど う じ

に今回
こんかい

もＲＫ

Ｋ活動
かつどう

の様子
よ う す

を広
ひろ

くお知
し

らせすることがで

きました。(岩瀬
い わ せ

 記） 
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東
ひがし

地区
ち く

 西村
にしむら

眞
ま

幸
さき

 

私
わたし

が日本語
に ほ ん ご

を指導
し ど う

する目的
もくてき

は、留学生
りゅうがくせい

がすっかり日本びいきになって帰国後
き こ く ご

自国
じ こ く

で活躍
かつやく

してくれることです。

実際
じっさい

のレッスン
l e s s o n

では語学
ご が く

レベル
l e v e l

に準
じゅん

じたテキスト
r e x t

を使用
し よ う

して、その読
よ

み合
あ

わせやＱ＆Ａを実施
じ っ し

しております。 

それだけでは、単
たん

なるレッスンになるので学校
がっこう

での出来事
で き ご と

や、仲間
な か ま

との会話
か い わ

でよく理解
り か い

できなかった事
こと

等
など

を聞
き

き、

出来
で き

るだけ丁寧
ていねい

に説明
せつめい

をしております。また出 身
しゅっしん

国
こく

に関連
かんれん

した新聞
しんぶん

記事
き じ

を取
と

り上
あ

げて、ニュース
n e w s

の背景
はいけい

を聞きなが

ら、そのうえで日本との対比
た い ひ

を 考
かんが

え、お互
たが

いの国
くに

の生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

や、文化
ぶ ん か

の違
ちが

い等について話し合い相互
そ う ご

理解を深
ふか

め

るようにしております。日本の生活習慣や文化を紹 介
しょうかい

するには、例
たと

えば向
むこう

田
だ

邦子
く に こ

の短編
たんぺん

等を読
よ

み合わせながら、

言葉
こ と ば

の説明
せつめい

や行動
こうどう

の背景などを解説
かいせつ

することでかなり効果
こ う か

があるように思
おも

われます。時
とき

には普段
ふ だ ん

何気
な に げ

なく使
つか

ってい

る道具
ど う ぐ

や言葉の意味
い み

を問
と

われて、答
こた

えに 窮
きゅう

することもあります。次回
じ か い

までに調
しら

べてくると約束
やくそく

し、辞書
じ し ょ

を片手
か た て

に

四苦八苦
し く は つ く

する事
こと

もよくあります。留学生を指導しながら私自身
じ し ん

も学
まな

ぶことがしばしばあり、両 者
りょうしゃ

が一歩
い っ ぽ

ずつ前進
ぜんしん

し

ているようなレッスンを心掛
こころが

けております。 

 

 

日本
に ほ ん

で子
こ

どもから独立
どくりつ

した大人
お と な

へ 

                             エレメーエヴァ・エカテリーナ （ロシア） 

横浜
よこはま

国立
こくりつ

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

環 境
かんきょう

情 報
じょうほう

学府
が く ふ

 

皆
みな

さん、今日
こんにち

は。エレメーエヴァ・エカテリーナと申
もう

します。友達
ともだち

にカーチャと呼
よ

ばれて

います。ロシアサンクト・ペテルブルクからきました。横浜国立大学環境情報学府情 報
じょうほう

メディア
m e d i a

専攻
せんこう

の修士
しゅうし

2年生
ねんせい

です。学府では、あまり文系
ぶんけい

の専攻がないのですが私と他
た

の方
かた

の

何人
なんにん

か異例
い れ い

のこととして言
げん

語学
ご が く

を勉 強
べんきょう

しています。その何人かのなか、私は一番
いちばん

文系の人
ひと

だろう。他の方は、プラスアルファ
p l u s a l p h a

として、ITなどを勉強していましたが、私は言語学だけ

に集 中
しゅうちゅう

していました。言語学の分野
ぶ ん や

も幅広
はばひろ

くて、私がロシアで学部
が く ぶ

の時代
じ だ い

勉強したことと

今
いま

日本の大学院で勉強していることと 全
まった

く違
ちが

います。今は、語用論
ごようろん

という言語学の一つの

分野を勉強しています。私の学府は主
おも

に理系
り け い

ですが私と私の指導
し ど う

教 員
きょういん

の先生の研究分野が似
に

ているので、活発
かっぱつ

な研

究できます。今研究していることは、ポジティブ
p o s i t i v e

とネガティブ
n e g a t i v e

の丁寧
ていねい

さの文化です。日本での留学は、私にとって

とても大切
たいせつ

な人生
じんせい

のステップ
s t e p

の一
ひと

つでした。日本に来
く

る前
まえ

に、私は一回
いっかい

しか一人
ひ と り

旅行
りょこう

していませんでした。日本に

来た時は、私はもう 22歳
さい

でしたが完全
かんぜん

に独立
どくりつ

している大人
お と な

だといえませんでした。友達作
ともだちづく

りも苦手
に が て

でした。しかし、

日本に来てから、新しい友達が沢山
たくさん

出来ました。日本人の友達も他の国の友達もいるので本当に恵
めぐ

まれていると感
かん

じています。日本国内
こくない

旅行も、韓国
かんこく

と香港
ほんこん

の旅行もして、人生が経験ゆたかになりました。来日したばかりのとき

は、色々
いろいろ

な悩
なや

みも結構
けっこう

ありましたが、日本人の皆様と自分の家族
か ぞ く

と友達にずっと我慢強
がまんづよ

く支援
し え ん

されていて、なんと

なく楽しむことになりました。RKK のイベント
e v e n t

は、日本文化を味
あじ

わう方法
ほうほう

のひとつでした。イベントに参加
さ ん か

して、

色々なかたとお 話
はなし

できて、もっと強
つよ

く日本の文化と結
むす

ぶことができました。 心
こころ

から感謝
かんしゃ

します。(原文のまま) 
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  留学生
りゅうがくせい

を囲
かこ

んでのホームパーティ
h o m e p a r t y

           中央
ちゅうおう

地区
ち く

 岩科
いわしな

咲子
さ き こ

 

今年度
こんねんど

最初
さいしょ

の中 央
ちゅうおう

地区
ち く

交流会
こうりゅうかい

を、6月
がつ

10日
か

の日曜日
にちようび

「かなファンステーション
f a n s t a t i o n

」での午前
ご ぜ ん

の懇談会
こんだんかい

と、留学生を

招
まね

いての昼 食 会
ちゅうしょくかい

との二部
に ぶ

形式
けいしき

で開
ひら

きました。懇談会には 8 人が出 席
しゅっせき

、いつものように各自
か く じ

の活動
かつどう

報告
ほうこく

ががあり

日本語
に ほ ん ご

指導中
しどうちゅう

の会員
かいいん

からは、指導 終 了
しゅうりょう

や連絡
れんらく

が取
と

れないなどの具体的
ぐたいてき

な現 状
げんじょう

が語
かた

られ、マッチングリスト
m a t c h i n g l i s t

を訂
てい

正
せい

しました。交流会
こうりゅうかい

スタッフ
s t a f f

が今年度
こんねんど

変
か

わったこともあって、まず 5 月にあった総会
そうかい

の報告から会が始
はじ

められ、RKK

全体
ぜんたい

の様子
よ う す

を把握
は あ く

できたのは良
よ

い 試
こころ

みでした。食事会
しょくじかい

は中 央
ちゅうおう

地区
ち く

会員
かいいん

の星
ほし

和子
か ず こ

さんが自宅
じ た く

で営
いとな

まれている店
みせ

「星
ほし

や」に場
ば

を移
うつ

し横
よこ

国
こく

大大学院
だいだいがくいん

に留学 中
ちゅう

の中 国
ちゅうごく

女性
じょせい

ヒツさん(大連
だいれん

出 身
しゅっしん

)とマヨウさん(蘭 州
らんしゅう

出身)を迎
むか

えて開かれ

ました。懇親会
こんしんかい

会 場
かいじょう

からは地下鉄
ち か て つ

を利用し、移動
い ど う

に 30分 余
ぷんあまり

かかりましたが、片
かた

倉 町
くらちょう

駅
えき

に続
つづ

く閑静
かんせい

な住宅街
じゅうたくがい

の一角
いっかく

で、友人
ゆうじん

の自宅
じ た く

に招
まね

かれたようなアットホーム
a t h o m e

な雰囲気
ふ ん い き

で食 卓
しょくたく

を囲みました。留学生たちは「星や」にご招 待
しょうたい

し

て 頂
いただ

き星さんご一家
い っ か

の留学生を支
ささ

えたいという熱
あつ

いお気持
き も

ちに感激
かんげき

いたしました。ご一家の故郷
こきょう

の会津
あ い づ

料理
りょうり

や

十 割
じゅうわり

そばを味
あじ

わいながら、話題
わ だ い

は留学生たちの専門
せんもん

の研 究
けんきゅう

や将 来
しょうらい

の進路
し ん ろ

から、各々
おのおの

の故郷の郷土
きょうど

料理にも及
およ

び、

蘭州ラーメンが国外
こくがい

でも有名
ゆうめい

なことや大連の海鮮食材
かいせんしょくざい

の豊富
ほ う ふ

さなど知識
ち し き

も広
ひろ

まり、とても楽
たの

しく和
なご

やかなひと時
とき

を過
す

ごしました。 

明治
め い じ

学院
がくいん

大学
だいがく

「戸塚
と つ か

まつり」に初参加
は つ さ ん か

                西地区
に し ち く

  前田六生
ま え だ む つ お

 

 

5 月 27 日（日）に明学大戸塚キャンパス
c a m p u s

で「箏
こと

の演奏
えんそう

とワークショップ
w o r k s h o p

」を行
おこな

いました。富志乃
と み し の

会員
かいいん

には、ご

家族
か ぞ く

総出
そ う で

でチラシ、プログラム
p r o g r a m

作成
さくせい

、会 場
かいじょう

設営
せつえい

から司会
し か い

進行
しんこう

(ご主人
しゅじん

)、

演奏(ご母堂
ぼ ど う

、ご子息
し そ く

)まで全面的
ぜんめんてき

な 協 力
きょうりょく

で実現
じつげん

したほのぼのとした催
もよお

しになりました。 

留学生
りゅうがくせい

張恬さん(西浦
にしうら

さん/中 央
ちゅうおう

地区
ち く

支援
し え ん

)の「花嫁
はなよめ

人 形
にんぎょう

」を始
はじ

め、全
ぜん

10曲
きょく

が演奏されました。滅多
め っ た

にない箏の演奏ですので来年
らいねん

も参加して、

多
おお

くの留学生、地域
ち い き

の方々
かたがた

に聴
き

いて頂
いただ

けるように工夫
く ふ う

したいと思います。 

 

 

 

 

 

私
わたし

の中国語
ちゅうごくご

学習
がくしゅう

                  中国語学習グループ
g r o u p

  鈴木
す ず き

隆
たかし

 
                          

私が最初
さいしょ

に中国語に興味
きょうみ

をもったきっかけは、カナダ
C a n a d a

の機械
き か い

メーカー
m a k e r

に勤務
き ん む

していた時
とき

に、その会社
かいしゃ

にいた何人
なんにん

かの中国からの移民
い み ん

と知
し

り合
あ

いになったことです。何
なに

かの折
おり

に中国語の「先生
せんせい

」とは日本語の「〇〇さん」という

意味
い み

で、日本語の「先生」とは中国語で「老師
ろ う し

」と言
い

うことを知
し

り、二
ふた

つの言葉
こ と ば

の類似性
るいじせい

と相違性
そういせい

を面白
おもしろ

く感
かん

じま

した。定年
ていねん

近
ちか

くになって勉 強
べんきょう

を始
はし

めてもう１０年
ねん

くらいになります。しかし 自
みずか

らの怠惰
た い だ

と記憶力
きおくりょく

の衰
おとろ

えを言い訳
わけ

にして一向
いっこう

に上 達
じょうたつ

していないのが悩
なや

みの種
たね

です。今は中国語学習グループ内
ない

で、優
やさ

しい段老師とメンバー
m e m b e r

の方々
かたがた

と

楽
たの

しく交 流
こうりゅう

しながら学
まな

んでいます。ところで皆
みな

さんが外国語
がいこくご

を学び始める動機
ど う き

は、仕事上
しごとじょう

必要
ひつよう

になったとか、旅行
りょこう
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に行
い

って興味
きょうみ

をもったとか、人
ひと

によって色々
いろいろ

あると思
おも

います。中国語の場合
ば あ い

は私のように文化的
ぶんかてき

な繋
つな

がりから興味

を持
も

たれる方も多いのではないでしょうか。ここで一つ
ひ と つ

例
れい

をあげると、物
もの

の数
かず

を書
か

く時に、「１ケ
い っ こ

、２ケ
に こ

、」とカタ

カナのケを使うのは何故
な ぜ

か疑問
ぎ も ん

に思ったことはありませんか？ 中国では数を数
かぞ

える数 量
すうりょう

詞
し

で 最
もっと

も一般的
いっぱんてき

なもの

に「个」があります。これは「個
こ

」の簡体
かんたい

字
じ

なのですが、実
じつ

は古
ふる

くから字
じ

を簡略化
かんりゃくか

した「个」が使
つか

われてきました。

中国から来た荷物
に も つ

に一筆
ひとふで

の手書
て が

きで「个」と書かれているのを見
み

た当時の日本人が「ケ」と書き始めたと言われて

います。どうですか？多少なりとも中国語に興味を持たれた方は是非
ぜ ひ

中国語クラスへ！ 

 

 おもな活動（2018/5から 2018/7まで） 

通常総会・理事会・懇話会 

 ◇5/6 サポートセンターにて、午前は理事会、午後は第 9回通常総会が開かれ、本年度のスローガンは 

  「ワンステップアップ」と決定。引き続き開催された「懇話会」には「RKKと私」をテーマとして、 

総勢 35人の参加のもと、情報・意見交換がなされた。 

スタッフミーティング 

◇6/24午後、サポートセンターR604 にて 25人のスタッフの参加のもと、2018年度第 1回スタッフミーティ 

ングが行われ、本年度のスタッフ体制を確認した。その後、恒例の活動グループ、地区交流会、委員会 

それぞれから、本年度年間計画を主体に C&C（報告・連絡そして相談）が実施された。また、RKK創立 

20 年記念事業推進意見交換会の報告あり。 

活動グループ 

◇日本語支援 G：10月、11月の日本語の教え方講習会を企画中。 

◇文化・ファミリー交流 G:7/7の湘南ひらつか七夕まつりには 42 人が参加。 

◇中国語学習 G：6 月から 8 月までの新たなコースがスタート。 

◇社会・工場見学 G：6/23 キリンビール発祥の地＆横浜工場見学に 19人が参加。 

地区交流会  

◇東地区 ：7/8 に交流会と懇親会を実施。11人参加。 

◇西地区 ：5/27の明治学院大学「戸塚祭り」に参加。お琴の演奏会・ワークショップを開催。 

◇南地区 : 5/11に横国大留学生会館でのスプリングパーティーに参加。 

◇北地区 ：7/21に地区交流会を「みなくる」で実施。12人参加。 

◇中央地区：6/10に留学生 2人を招待し地区交流会/懇親会を実施。10 人参加。 

◇湘南地区：6/15に顧問を交えて 15人で交流会を実施。 

委員会 

◇会員委員会：6/24マッチング検討会を実施。留学生名簿の更新作業。 

◇広報委員会：RKK ニュース 72 号の編集。RKKニュース、HPへの意見収集。 

◇就活情報支援委員会：6/16 に委員会を開催。就活情報のメール配信。 

◇企画委員会：夢ファンド、寄附、賛助会員入会の推進。会議室予約システム対応。 

◇会計委員会：収支決算・事業計画予算作成。 

◇事務室：事業計画・議案書作成・総会開催。NPO事業報告書の作成と提出。「しおり」の編集。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
               新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！ 

                        岸野任宏（旭区） 

                               （敬称略） 
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NPO法人
ほ う じ ん

 留
りゅう

学
が く

生
せ い

と語
か た

り合
あ

う会
か い

 

     連 絡 先
れ ん ら く さ き

：〒245‐0008 横浜市泉区弥生台 9-1-12-407  萩原
はぎわら

 敦
あつし

 

     E メ ー ル：rkk1025office@yahoo.co.jp    Tel & Fax  045-813-8327 

          ホームページ：http://rkk.world.coocan.jp /  

          Friendship Association for International Students and Japanese Volunteers 

             RKKニュース編集：RKK広報委員会 夏号担当 西岡誉富   July 24.2018 

                            無断転載をお断りします。 

      留学生の皆さんへ ／ For International Students 
Let’s join one-to-one Japanese lessons by volunteers. 

 ・日常会話（Daily Conversation）                

    ・ビジネス会話（Business Conversation） 

  ・卒論、レポートの文書指導（Writing Japanese Theses & Reports） 

   ・新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper & Books） 

    ・日本語能力試験 (Japanese Language Proficiency Test)        

    ・就職活動（Job Hunting・Entry sheets/Interviews） 

   Enjoy visiting plants/sightseeing and various cultural & family exchanges. 

       Contact： 津田(Tsuda)   e-mail;  sakura_tsudakei@ybb.ne.jp  

        Home Page :  http://rkk.world.coocan.jp/ 

           Scan this code for getting application form 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
                        ・日本語学習支援 

・文化/ファミリー交流 
・工場/社会見学 
・中国語学習 

RKKの活動に興味をお持ちの方はホームページをご覧ください。 

   NPO RKK で検索をお願いします。 

 

 

http://rkk.world.coocan.jp/

